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多様な子育てに対応する支援策を！
多摩・生活者ネットワーク市議会議員　

～大事にしたい湧水の風景～
　多摩ニュータウンは豊かな里山を開発して造られたまちです。開発に伴い樹木をはじめ
とする緑が大量に失われ地下の水脈も大きく変化し、河川の水量や井戸・湧水が枯渇しまし
た。大規模な開発がほぼ終息した今、湧水はどこまで復活したのでしょうか。
　2003 年に市で地下水の調査を行いました。その時には井戸の他にかなりの数の湧水が記
載されています。しかし現在の多摩市環境基本計画には、市内の湧水の場所は２か所（寺ノ
入り・大谷戸公園）しか載っていません。
　湧水は水循環の過程で地下水が地表に現れたものである（環境省水・大気環境局の湧水保
全復活ガイド）と定義されていますが、私たちは市内でその様な状態の地表に水が現れてい
る場所を調査してみました。　　　（森岡 淳子）

　

東
京
都
で
は
平
成
7
年
か
ら
、
住
民
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
問

題
を
相
談
で
き
、サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体

制
整
備
と
し
て
、子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
多
摩
市
で
は
、多

摩
市
立
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
子

育
て
中
の
親
子
が
利
用
で
き
る
施
設
開
放
や

一
時
預
か
り
事
業
、要
保
護
児
童
に
対
す
る
支

援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
し
て
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

少
子
化
の
原
因
と
し
て
、結
婚
や
出
産
に
対

す
る
価
値
観
の
変
化
や
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
で
き
る
環
境
整
備
の
遅
れ
、経
済
的
不
安
の

増
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
状
の
中
で
は
、
今
ま
で
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
や
っ
て
保
護
者
に
来
て
も
ら
う
、
子
連

れ
で
来
て
も
ら
う
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
型
の
子

育
て
支
援
だ
け
で
な
く
、家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
ケ
ア
し

て
い
る
家
族
支
援
と
し
て
は
、
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
（
一
時
的
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
家
族
支

援
サ
ー
ビ
ス
）が
早
く
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
に
対
し
て
も
、
一
時
的
に

お
子
さ
ん
を
預
か
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
夜
間
ま
で
預
か
る
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

事
業
な
ど
、レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
の
充
実
を
提
案

し
ま
し
た
。
保
育
園
や
子
育
て
支
援
を
行
っ

て
い
る
団
体
な
ど
、地
域
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、就
労
環
境
の
変
化

や
父
親
の
育
児
参
加
促
進
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
日
曜
開
館
を

求
め
ま
し
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
は
、
日
曜

日
等
に
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト

的
な
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生
き
る
営
み「
食
」

　

平
成
25
年
度
全
国
学
力・
学
習
状
況
調
査

に
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
か
」
の
質
問
に

対
し
て
、多
摩
市
で
は「
毎
日
食
べ
て
い
な
い
」

小
中
学
生
が
全
体
の
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

現
在
、児
童
生
徒
を
通
し
て
家
庭
に
食
育
を
推

進
し
て
い
く
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、望
ま
し
い
食
習
慣
が
家
庭
に
定
着
で
き
る

よ
う
家
庭
そ
の
も
の
に
届
く
取
り
組
み
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社会の一員としての子どもたち
多摩・生活者ネットワーク市議会議員　

　

国
連
は
日
本
に
対
し
、
子
ど
も
に
影
響

を
与
え
る
計
画
立
案
や
実
施
の
際
に
は

「
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重
と
参
加
す
る
権

利
」な
ど
、子
ど
も
の
権
利
条
約
の
原
則
を

反
映
さ
せ
る
よ
う
再
三
勧
告
し
て
い
ま

す
。
多
摩
市
自
治
基
本
条
例
で
は
子
ど
も

も
市
民
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
阿
部
市
政
で
の
、
市
民（
シ
チ
ズ

ン
）
と
し
て
の
子
ど
も
の
育
成
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
権
者
と
し
て

　

多
摩
市
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に

お
い
て
も
、
市
は
子
ど
も
の
参
加
は
目
標

を
決
め
て
い
な
い
と
認
め
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
の「
参
加
」は
催
し
へ
の
参
加
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

「
公
共
施
設
の
見
直
し
」
や
「
み
ど
り
の
ル

ネ
サ
ン
ス
」で
も
、子
ど
も
に
対
す
る
特
別

な
声
か
け
は
な
く
、
十
分
な
参
加
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
施
設
の
利
用
者
で
あ

り
、
ま
た
将
来
の
納
税
者
で
す
。
少
し
づ

つ
子
ど
も
の
参
加
の
試
み
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
永
山
第
2
公
園
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
公
園
緑
地
課
が
近
隣
児
童
館
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
得
て
お
り
、

ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た
多
摩
市
教
育
委
員

会
に
よ
る
多
摩
市
子
ど
も
会
議
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
の
専

門
的
な
研
修
を
受
け
た
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
に

よ
っ
て
、の
び
の
び
と
し
た
子
ど
も
同
士
の

意
見
交
換
と
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
全
庁
で
共
有
し
、
単
に
意

見
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に

わ
か
り
や
す
い
資
料
や
説
明
、
会
の
設
定

な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、と
も

に
学
び
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
と

し
て
育
む
努
力
を
市
長
に
求
め
ま
し
た
。

若
者
の
課
題
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
て

　

一
方
、児
童
青
少
年
部
に
お
い
て
は
、児

童
館
の
利
用
可
能
な
18
歳
ま
で
に
は
虐
待

や
不
登
校
、
高
校
中
退
な
ど
の
深
刻
な
課

題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
児
童
館
職
員
は
地

道
に
受
け
止
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
、
就
労
や
引
き
こ
も
り
を
含
め
た
若
者

の
課
題
は
深
刻
で
す
。
特
に
中
卒
後
の
対

応
の
不
十
分
を
指
摘
し
、
子
ど
も
若
者
支

援
法
に
基
づ
く
組
織
と
施
策
を
求
め
ま
し

た
が
、
そ
の
理
念
に
は
沿
う
と
の
答
弁
に

留
ま
り
ま
し
た
。

湧水は豊かな自然の
バロメーター

④大谷戸公園内
「大谷戸の谷」の石碑が立っている所から
水路がありますが、全く水はありませんで

した。その先「火垂
の沢」の所から水が
湧き出ていました
が、鉄バクテリアの
発生で水面下は茶
褐色におおわれて
いました。

③豊ケ丘の杜
湧水というよりは浸み出てくる水という感じでぽた
ぽたと下に落ち、水たまりを作っていました。

⑤愛宕第４公園（ロケット公園）
斜面から出てくる水が芝生を縫って流れてい
ます。現在は鉄バクテリアの茶色い水がよど
んでいましたが、つくった当時は豊富な水が傾
斜の少ない水路を流れていたのでしょうか？
調査中、小さな湿地にサワガニ発見。

②�百草団地南側バス通りの下の
駐車場

崖の縁に水が湧き出ているところがありまし
た。（現在立入禁止・要許可）よく見ると水底の
砂が吹き上がっており、まだ小さいザリガニが
見られました。この先をたどると先は暗渠に
なって乞田川に流れこんでいると思われます。

⑥中和田天満宮の池
古来より段丘の中腹より伏流水が湧き出て「おみたら
し」と呼ばれて今に至っていますが、祠に上がる階段
の下に小さな池があり、岩肌から水がしたたり落ちて
いるのが見えました。

①山王下緑地
山王下 1丁目の南側法面の下に三角池があります。
ここは、昔は水量が豊富で春にはオタマジャクシがた
くさん見られましたが、今は法面からちょろちょろ水
がしたたり落ちる程度になっていました。

⑧寺ノ入りの湧水（唐木田のみち）
寺ノ入りの湧水は多摩市にある２か所の湧水のひ
とつです。池には満々と水が張り、あふれた水は
水路へと流れ落ちていました。湧水口はどこか、
深さがどれ位か調査したいと思います。

⑦貝取１丁目集合住宅付近
貝取山緑地下の集合住宅の一角に、小さな水路
が作られていました。全体が湿っていて岩を
伝わって湧水がしたたり落ちていました。植
物が張り付いていて、水路はとてもきれいに手
入れされていました。

（調査日 2013 年 10・11 月）

　

　菜の花プロジェクトを多摩市でも！と滋賀県近江八
幡市愛東町の視察に出かけたのが 2008 年、それから６
年がたちやっと菜の花を育て搾油するところまでこぎ
つけました。
　「菜の花プロジェクト」とは、①休耕田や転作田を活
用して菜の花を栽培し②咲いた菜の花は景観を向上さ
せ養蜂にも活用され③刈り取られたナタネは搾油され
食用油になり④搾りかすは肥料として利用されます。

広
げ
て
い
き
た
い
菜
の
花
油

　
～
や
っ
と
手
に
し
た
0
・
8
ℓ
～　
　
武
内 

好
恵

⑤廃食油は石けんやバイオディーゼル燃料（BDF）と
して再利用。このように循環が実現します。
　都内では、西東京や小平でも行われており、小学校
で資源循環を教える環境教育の一端を担っています。
　さて、多摩での菜の花は 10 月の種まきからスター
ト。芽が出たら雑草を取り翌年 4 月には見事に満開
になりました。6 月に刈り取り作業。刈り取った菜
の花を乾燥させ、7 月には脱穀作業です。色々教え
ていただいた西東京のメンバーと一緒に、足踏みし
たり棒でたたいたりして、さやから種を落とします。
次に年代物の唐箕機（とうみき）が登場！微妙な手加
減で入口の開閉をしながら回していきます。軽い穂
先などは飛ばされて種だけが下の出口からでてきま
す。そして 12 月、取手市で搾油事業を行っている
NPO に依頼をして搾油をしてもらいました。種の 2
割～ 3 割が油になりますが、私たちの種は 4.5 キロ。
0.8 キロの油が搾れました。
　多摩市の農地は、他市同様に農業従事者の高齢
化、後継者問題等で減少しています。昨日まであっ
た畑がマンションや駐車場になっていくことを避け
るためにも、肥培管理ができない農地に菜の花を栽
培し、搾油された菜種油を学校給食で利用し搾りか
すで農地を豊かにしていく。子どもたちの環境教育
も含め、都市の農地を守っていくためのしくみをこれ
からも考え実践していきたいと思います。

▲

唐
箕
機
（
と
う
み
き
）で

脱
穀
。

▲
た
く
さ
ん
実
っ
た
菜
種

を
暑
い
中
、
刈
り
取
っ
た
。

▼
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

市
内
の
湧
水
情
報

連
絡
先 
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